
津市地域公共交通活性化協議会

平成２０年８月２０日設置

フィーダー系統 平成２９年５月３０日 確保維持計画策定
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平成３０年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式1



1.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 2

≪公共交通ネットワーク概要図≫津市地域公共交通網形成計画

基本理念 一体感のあるまちづくりを支え、誰もが移
動できる公共交通体系の実現

基本方針

① 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを
実現する公共交通ネットワークの構成

② 地域の特性に応じた利便性の高いコミュ
ニティ交通の実現

③ 公共交通サービスをサポートし、利用促
進につながる交通体系の実現

④ 持続可能な交通サービスが提供できる交
通体系の実現とＰＤＣＡサイクルの確立

⑤ 市民、交通事業者、行政の協働による仕
組み作り

計画期間 ５年間（平成２７年４月 平成３２年３月）

津市の概要
面積 ７１１．１９ （県内最大）
隣接自治体 鈴鹿市、亀山市、名張市、伊賀市、松阪市、奈良県（御杖村、曽爾村）

経緯
平成１８年１月 １０市町村が合併して誕生
平成２２年４月 旧市町村で実施していたバス事業を「津市コミュニティバス」

として再編  平成２５年４月 本格運行開始



32.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

網形成計画に位置づけられている主な事業
・ 鉄道に合わせたコミュニティ交通のダイヤ設定
・ 津市自主運行バス（廃止代替バス）の見直しへの着手
・ 津市コミュニティバスの整備と運行
・ 地域住民運営主体型のデマンド型交通等、新たな形態の公共交通の導入の検討
・ 高齢者に特化した割引制度の検討

津市高齢者外出支援事業
開 始 日 平成２９年９月２５日

（ＩＣカード）

対 象 市内に住所を有する６５歳以上の方（約８万人）

内 容 ① オリジナルＩＣカード（シルバーエミカ）を無償交付
② 年間２，０００ポイントを上限に乗車ポイントを付与

詳 細
・三重交通Ｇの路線バス  ポイント精算
・ぐるっと・つーバス  ポイント精算
・津市コミュニティバス  カードの提示で無料

交付枚数 ７，３２７枚（平成３０年９月末時点）

利用件数
・三重交通Ｇ＋ぐるっと・つーバス ３９，７８１件
・津市コミュニティバス ５２，５６５件（全利用者の５３．６％）
（平成３０年９月末時点）



◎評価テーマ毎に分科会を設置 ◎評価方法
『津市地域公共交通網形成計画中間評価シート』を活用

◎評価スケジュール

①各項目の達成状況を５段階評価（Ｃが合格点）

②総合評価
Ａを５点、Ｂを４点、Ｃを３点、Ｄを２点、Ｅを１点

とし、目標毎の合計点数／満点で評価
（評価基準は施策の実施状況と同じ）

③平成３１年度までの方向性
総合評価に応じ、施策の改善策を決定

42.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容－２ （Do）

評価テーマ
分科会Ａ 公共交通ネットワークの構築
分科会Ｂ 地域住民との協働
分科会Ｃ 公共交通の利用促進

評価 数値目標 施策の実施状況
Ａ 105％以上 80点以上（大変よくできた）
Ｂ 100％以上105％未満 70点以上80点未満（良くできた）
Ｃ 95％以上100％未満 60点以上70点未満（できた）
Ｄ 90％以上 95％未満 50点以上60点未満（やや不十分）
Ｅ 90％未満 50点未満（不十分）

月 内容

4月 協議会
分科会の設置

5月 分科会
施策・事業の実施状況を確認

7月 分科会
施策等の実施状況を評価

8月 分科会
平成31年度までの方向性を議論

11月 協議会
中間評価のまとめ

1月 協議会
改善策の検討

2月 協議会
中間見直し報告書の作成

津市地域公共交通網形成計画の中間評価



■目標値の設定
津市地域公共交通網形成計画の評価指標『「支線」と位置付けるバス路線の利用者数』に

ついて、地域公共交通確保維持改善計画では津市コミュニティバスについて地域毎の目標値を
設定
■地域公共交通確保維持改善計画における目標値、実績値

★国庫補助事業に関するもの

53.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

地域
目標値（前年度比） 実績値（前年度比）

評価
平成29年度 平成30年度 平成29年度 平成30年度

★久居地域 100％ 100％ 91.9％ 112.9％ Ｂ
★河芸地域 100％ 97％ 87.2％ 144.6％ Ｂ
★芸濃地域 105％ 102％ 86.0％ 162.7％ Ｂ
★美里地域 100％ 93％ 71.2％ 84.3％ Ｃ
★安濃地域 100％ 101％ 98.1％ 119.5％ Ｂ
★一志地域 105％ 102％ 92.0％ 121.8％ Ｂ
白山地域 未設定 100％ 111.5％ 107.7％ Ａ

★美杉地域 100％ 95％ 104.7％ 106.2％ Ａ

評価基準
Ａ Ｂ Ｃ

２年連続で目標達成 １年のみ目標達成 ２年連続で目標未達成



津市コミュニティバスが接続する幹線バスの利用実績

★国庫補助に関するもの

■評価の実施日
平成３１年１月１１日（金）

63.計画の達成状況の評価指標とその結果－２ （Check）

津市コミュニティバス 接続する幹線バス
（輸送量/日）

★稲葉ルート
榊原線（Ａ）
（60.7人）

榊原線（Ｃ）
（21.4人）

★稲葉ふれあい会館ルート
★榊原ルート
★桃園ルート
★野村ルート
★河芸循環北ルート 津太陽の街線

（15.2人）★河芸循環南ルート
★芸濃循環明ルート 椋本線

（89.6人）

亀山椋本線
（16.7人）

★芸濃循環安西ルート
★芸濃循環雲林院ルート

★芸濃循環河内ルート

津市コミュニティバス 接続する幹線バス
（輸送量/日）

★芸濃循環雲林院ルート（再掲）

安濃線
（31.5人）

★芸濃循環河内ルート（再掲）

★明合ルート

安濃ルート

★草生ルート

★長野・高宮ルート 長野線
（40.4人）★辰水ルート

★辰水ルート（再掲） 辰水線（Ａ）
（15.6人）

★川合ルート 波瀬線
（32.6人）★高岡ルート



73.計画の達成状況の評価指標とその結果－３ （Check）

目標達成状況についての考察
白山地域 白山高校へ名張方面から近鉄電車で通う生徒による利用者増
美里地域 スクールバス導入による小学生の利用者減が顕著

全地域
人口減少に伴う利用者減
『津市高齢者外出支援事業』による利用者増

今後の方針

（津市コミュニティバス）
・利用者の少ない路線について、路線の見直し及びデマンド方式の導入を検討
・『津市高齢者外出支援事業』のＰＲ
・高齢者を対象とした『バスの乗り方教室』など利用促進活動の強化

（幹線バス）
・主な利用者に合わせた利用促進活動を実施

路線名 主な利用者
津太陽の街線 通勤、通学
亀山椋本線 通学
辰水線（Ａ） 通勤、通学、通院など多様



4.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 8

■課題① 津市コミュニティバスの利便性向上

■課題② 利用促進活動の強化
新たな取組 これまでの取組の継続

高齢者を対象とした『バスの乗り方教室』 小学生を対象とした『バスの乗り方教室』
津まつりでのブース出展
バスの日の街頭啓発
みえ交通安全・環境フェスタ
ＭＭシステムを活用した啓発
広報紙への『公共交通に関する記事』の掲載
『津市高齢者外出支援事業』のＰＲ
沿線学校へのチラシ設置等
運転免許返納割引・運転免許返納割引定期券
のチラシ設置（警察署、運転免許センター）

新たな取組 これまでの取組の継続
利用者のニーズに応じた新たな路線の検討 地域公共交通あり方検討会等を活用した地

域の意見の反映
デマンド方式導入についての検討 新たな施設等への接続

鉄道や幹線システムのダイヤ変更に合わせ
たダイヤの見直し



津市地域公共交通活性化協議会

平成２０年８月２０日設置

フィーダー系統 平成２９年５月３０日 確保維持計画策定
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平成３０年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（経緯）

中部様式2



1.直近の第三者評価の活用・対応状況 10

直近の第三者評価委員会
における事業評価結果

事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

幹線の評価がどの路線もよ
ろしくない結果となっている。
他人事でなく、津市としてモ
ニタリングする必要があるの
ではないか。

・幹線輸送量の数値は三重県か
ら提供
・地域公共交通あり方検討会や
地域懇談会で地域のニーズを把
握

１日あたりの輸送量が補助
対象基準の１５人を割り込む
恐れのある路線を中心に、利
用促進活動を継続

美杉地区はＪＲ名松線の復
旧と合わせて取り組みを実施
する必要があったのではない
か。

・復旧時 「伊勢鎌倉駅前」停
留所を新設
・復旧後 乗継に合わせたダイ
ヤ改正、観光客向け土日祝日ダ
イヤの設定、沿線マップの作製
等の魅力発信事業
・地域住民による京丹後市への
視察（デマンド交通）を実施

名松線のより一層の利活用
に向け、津市コミュニティバ
スのダイヤ及び路線の見直し
を検討

幹線、フィーダーともに現
状の危機的状況に対する意識
を持ち、当事者として対応施
策に取り組んでほしい。

・津市高齢者外出支援事業を開
始
・Ｗebを活用したモビリティマ
ネジメントの実施
・オーダーメイド時刻表『わた
しの時刻表』の取組
・隣接市と協力し、中学校や高
校へチラシを配布

高齢者を対象にした『バス
の乗り方教室』を新たに実施



2.アピールポイント 11

津市高齢者外出支援事業（シルバーエミカ）のＰＲ

■津市コミュニティバスの利用者数の推移

ポスター掲示 広報紙への記事掲載等
津市コミュニティバスのほか、スー

パーや民間バス会社の協力を得てポス
ターを掲示

広報紙に記事を掲載し、同記事をチ
ラシとしてスーパーに設置

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
88,407人 86,404人 86,536人 96,454人

前年比で
約１割増


